
 

 

再生医療研究室 

室長 金村米博 

【概要】 
再生医療研究室では、各種ヒト細胞を応用した「細胞治療」を新しい先進的な医療として確立

させることを目標に、治療に使用する各種ヒト細胞の培養・加工プロセスの開発、治療用ヒト細

胞の品質管理並びに安全性評価に関する技術開発などの研究を行なっています。また、ヒト幹細

胞を応用した薬剤毒性評価系の開発と新規治療薬候補化合物の探索を目指した基礎的研究を実

施しています。 
 

【主な研究テーマ】 
１．治療用ヒト細胞培養プロセスの開発 
治療に使用する各種ヒト細胞を培養・加工する方法として、ヒト細胞培養専用施設（セルプロ

セッシングセンター）の管理・運用法の開発、およびセルプロセッシングセンター内でのヒト細

胞培養プロトコールの開発を行っています。また、細菌・真菌検査や遺伝子検査などを組み込ん

だ治療用ヒト細胞の品質検査法の開発などを行なっています。さらに、世界に先駆けて開発・導

入した細胞培養用アイソレータシステムを用いたヒト細胞培養プロトコールの開発を手掛けて

います。 
 

２．ヒト神経幹細胞および間葉系幹細胞の品質管理技術の開発 
再生医療に使用する細胞として、組織幹細胞であるヒト神経幹細胞および間葉系幹細胞さらに

ヒト iPS 細胞由来神経幹細胞などを主な研究対象として、細胞増殖能、染色体構造、細胞表面マ

ーカー発現様式、細胞分化能等を詳細に解析してこれら細胞の生物学的特性を明らかにし、医療

応用するための細胞の品質管理に必要な項目の策定とその検査方法の開発を行っています。 
 
３．悪性脳腫瘍に対する細胞免疫療法の開発 

脳神経外科との共同事業として、悪性脳腫瘍の症例を対象に、末梢血中のリンパ球を抗 CD3
抗体とインターロイキン 2 を用いて活性化させて後に点滴投与する細胞治療（活性化リンパ球療

法）を実施しています。また、悪性グリオーマの症例を対象に、樹状細胞（DC）ワクチンを用

いた新たな免疫療法の開発を実施しています。 
 
４．ヒト幹細胞を応用した薬剤毒性評価系の開発と新規治療薬候補化合物の探索 
ヒト iPS 細胞由来神経幹細胞を主に使用して、各種薬剤の毒性評価をハイスループットで評価

するシステムの開発を行っています。また、ヒト神経幹細胞やグリオーマ幹細胞を標的とする新

規治療薬候補化合物の探索を実施しています。 
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